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国際女性
デー

3.8 勤勉手当支給を可能とする
法改正実現！3．13集会 会計年度

任用職員
連 合

社会すべての仕組みに
ジェンダーの視点を 今

国
会
で
の
早
期
の
法
案
成
立

確
実
な
勤
勉
手
当
支
給
へ
条
例
改
正
等
の
準
備
を

連
合
は
3
月
8
日
、
国
際
女
性
デ
ー

中
央
集
会
を
都
内
で
開
催
し
、
1
0
7

0
人
が
参
加
し
た
。「
3
・
8
国
際
女

性
デ
ー
」
は
、
1
8
5
7
年
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
被
服
工
場
火
災
で
多
く
の
女

性
た
ち
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

女
性
た
ち
が
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
に

抗
議
を
行
っ
た
こ
と
が
起
源
。
1
9
0

8
年
3
月
8
日
に
は
、「
パ
ン
と
バ
ラ
」

を
掲
げ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
デ
モ
が
行

わ
れ
た
。「
パ
ン
」
は
賃
金
・
労
働
条

件
の
向
上
、「
バ
ラ
」
は
女
性
の
尊
厳
・

人
権
の
確
保
を
表
す
シ
ン
ボ
ル
で
、
女

性
の
政
治
的
自
由
と
平
等
の
た
め
に
行

動
す
る
記
念
日
と
し
て
、
世
界
各
国
で

さ
ま
ざ
ま
な
行
動
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
集
会
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化

を
実
践
し
、
だ
れ
も
が
等
し
く
意
思
決

定
に
参
画
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
を
意
思
統
一
し
た
。

「パンとバラ」のプラカードを掲げアピール

自
治
労
は
3
月
13
日
、「
会
計
年
度
任
用
職
員
に
勤
勉
手
当
支
給
を
可
能
と
す
る
法
改
正
実

現
！
3
・
13
集
会
」を
参
議
院
議
員
会
館
で
開
催
し
、全
国
か
ら
約
100
人
が
参
加
。地
方
自
治

法
改
正
案
の
今
国
会
で
の
早
期
成
立
と
条
例
化
等
の
取
り
組
み
推
進
を
意
思
統
一
し
た
。

集
会
で
は
、
川
本
淳
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
吉
田
忠

智
、
岸
真
紀
子
、
鬼
木
誠
の
3

人
の
組
織
内
参
議
院
議
員
が
あ

い
さ
つ
し
、「
審
議
は
4
月
か

ら
と
な
る
見
込
み
。
し
っ
か
り

と
早
期
に
成
立
さ
せ
て
い
き
た

い
」「
成
立
後
は
条
例
化
の
取

り
組
み
が
重
要
だ
」「
常
勤
職

員
と
の
均
衡
・
権
衡
を
は

か
る
と
い
う
、
会
計
年
度

任
用
職
員
が
制
度
化
さ
れ

た
本
来
の
趣
旨
を
、
当
局
側
は

理
解
を
し
た
上
で
無
視
し
て
い

る
。
私
た
ち
の
声
と
運
動
で
変

え
さ
せ
て
い
こ
う
」
な
ど
と
呼

び
か
け
た
。

◇

◇

◇

本
部
提
起
は
伊
藤
功
書
記
長

が
行
い
、「
地
方
自
治
法
改
正

案
の
成
立
を
前
提
に
し
た
場

合
、
2
0
2
4
年
4
月
の
施
行

に
む
け
、
す
べ
て
の
自
治
体
で

確
実
に
勤
勉
手
当
の
支
給
を
開

始
で
き
る
よ
う
条
例
改
正
等
の

準
備
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

だ
」
と
強
調
。
そ
の
上
で
、
2

0
2
3
年
3
月
か
ら
2
0
2
4

年
3
月
ま
で
の
「
諸
行
動
最
終

ス
テ
ー
ジ
」
の
今
後
の
取
り
組

み
を
中
心
に
提
起
。

本
部
の
取
り
組
み
で
は
、
①

早
期
の
法
改
正
に
む
け
た
国
会

対
策
や
財
源
確
保
等
の
た
め
の

省
庁
・
国
会
対
策
、
②
総
務
委

員
会
傍
聴
行
動
の
展
開
、
③
情

報
発
信
の
強
化
、
④
会
計
年
度

任
用
職
員
の
協
議
会
・
単
組
と

自
治
体
単
組
間
の
連
携
と
交
渉

体
制
の
強
化
や
、
組
織
拡
大
を

は
か
る
た
め
の
会
議
の
開
催
や

自
治
体
議
員
連
合
学
習
会
の
実

施
、
な
ど
を
示
し
、
運
動
強
化

を
誓
っ
た
。

ま
た
、
県
本
部
・
単
組
の
取

り
組
み
と
し
て
、
2
0
2
3
確

定
闘
争
で
の
決
着
を
め
ざ
し
、

①
常
勤
職
員
と
同
月
数
の
勤
勉

手
当
支
給
を
目
標
に
議
会
対
策

の
強
化
、
②
同
一
労
働
・
同
一

賃
金
の
実
現
に
む
け
、
現
在
の

条
例
・
規
則
の
点
検
や
常
勤
職

員
と
の
不
合
理
な
格
差
の
解

消
、
③
諸
行
動
の
取
り
組
み
を

通
じ
た
会
計
年
度
任
用
職
員
の

組
織
化
、
な
ど
を
提
起
し
、「
互

い
に
運
動
し
あ
う
中
で
、
同
一

労
働
・
同
一
賃
金
へ
の
ス
テ
ッ

プ
を
着
実
に
あ
げ
て
い
こ
う
」

と
取
り
組
み
の
強
化
を
呼
び
か

け
た
。

団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
均
等
待

遇
、
格
差
是
正
も
訴
え
る
（
写

真
上
）、
決
意
表
明
を
す
る
臨

時
・
非
常
勤
等
職
員
全
国
協
議

会
の
中
谷
公
子
議
長
（
写
真
下

中
央
）
と
新
潟
県
本
部
の
伊
藤

桂
一
書
記
長
（
写
真
下
右
）

ジェンダー平等社会の
実現にむけ要請行動

PSI‐JC
内
閣
府
と
厚
生
労
働
省
に
要
請

書
を
手
交
す
る
青
木
副
委
員
長

（
前
列
右
よ
り
5
人
目
）
ほ
か

Ｐ
Ｓ
Ｉ－

Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー

自治労が加盟するPSI‐JC（国際公務労連加盟組合日
本協議会）は、3月1日に内閣府、厚生労働省、政党お
よびILO活動推進議員連盟に対して要請行動を実施。JC
女性委員会議長を務める自治労の青木真理子副委員長ら
が参加し、ジェンダー平等社会の実現にむけて、積極的
な対応を求めた。
要請事項は、①固定的な性別役割分業意識の払拭、②
仕事と不妊治療の両立支援、③LGBT＋に関する取り組
み強化、④暴力とハラスメントの根絶など。
固定的な性別役割分業意識
の払拭について内閣府から
は、「アンコンシャス・バイ
アス調査結果をもとに、事例
集の提示、啓発資材の配布、
ワークショップの実施など継
続して取り組む」、政党から
は「制度はあるものの女性の
ための施設がないなど、実態
にあった職場の環境整備を進
める」などの発言を受けた。

PSI-JCとは
Public Services International
Japan Council（国際公務労連
加盟組合日本協議会）の略称。
スイスに本部を置く国際的な
公共サービス部門労働者の労
働組合の連合組織であるＰＳ
Ｉ（国際公務労連）に加盟す
る自治労、国公連合、全水道、
ヘルスケア労協、全消協で構
成される。

公
務
員
連
絡
会
は
3
月
14
日
、

中
央
行
動
と
し
て
集
会
と
人
事
院

と
の
書
記
長
ク
ラ
ス
交
渉
を
都
内

で
行
っ
た
。行
動
目
標
は
、①
公
務

員
労
働
者
の
賃
金
を
積
極
的
に
引

き
上
げ
よ
、
②
真
に
実
効
性
の
あ

る
超
過
勤
務
縮
減
策
を
直
ち
に
実

行
せ
よ
、
③
臨
時
・
非
常
勤
職
員

の
雇
用
と
待
遇
を
抜
本
的
に
改
善

せ
よ
、
④
定
年
の
段
階
的
引
き
上

げ
を
円
滑
に
実
現
せ
よ
、
の
4

点
。集
会
で
は
、佳
境
を
迎
え
る
連

合
春
闘
の
情
勢
や
公
務
の
春
闘
課

題
を
共
有
。
連
合
の
取
り
組
み
に

結
集
す
る
と
と
も
に
、
要
求
実
現

へ
た
た
か
う
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

ま
た
、
人
事
院
給
与
局
長
と
の

交
渉
で
自
治
労
の
伊
藤
功
書
記
長

は
、「
社
会
と
公
務
の
変
化
に
応

じ
た
給
与
制
度
の
整
備
」
に
つ
い

て
、
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
す
べ

て
の
職
員
の
労
働
意
欲
を
引
き
出

す
よ
う
な
給
与
制
度
の
整
備
と
な

る
よ
う
訴
え
る
と
と
も
に
、
地
域

手
当
に
お
け
る
隣
接
自
治
体
で
の

格
差
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
発
言

を
行
っ
た
。

今
後
公
務
員
連
絡
会
は
、
3
月

22
日
の
人
事
院
、
23
日
の
国
家
公

務
員
担
当
大
臣
と
の
最
終
交
渉
を

行
い
、
春
段
階
の
回
答
を
引
き
出

す
こ
と
と
し
て
い
る
。

公務員連絡会 春闘3．14中央行動

賃金の積極的な引き上げなど
春季要求実現へたたかう決意を固めあう

4年ぶりに対面で意思統一

主な記事
2面 医療従事者、保健所等職員の

意識・影響調査 など
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衛生医療評 医療従事者および保健所等職員の意識・影響調査

業務量に見あう人員を平時から医
療
従
事
者 コロナ禍を経て現場は今

3月1日の記者発表で結果を報
告した平山衛生医療局長

衛
生
医
療
評
議
会
は
、
約
3

年
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
保
健
衛
生
施
設
と
公

立
・
公
的
医
療
機
関
で
働
く
組

合
員
の
労
働
環
境
を
把
握
す
る

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、そ
の
結
果
を
公
表
し
た
。

保
健
所
等
職
員
の
調
査
結
果

過
労
死
レ
ベ
ル
と
さ
れ
る
月

80
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
を

23
％
が
経
験
し
て
い
た
。
さ
ら

に
、
コ
ロ
ナ
対
応
を
す
る
組
合

員
の
う
ち
51
％
が
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い
る

こ
と
も
わ
か
っ
た
。

自
由
記
載
で
は
「
無
理
な
要

求
が
あ
り
断
る
と
、『
感
染
し

た
り
亡
く
な
っ
た
り
し
た
ら
、

お
前
の
せ
い
だ
』
と
言
わ
れ

た
」
な
ど
、
労
働
環
境
の
悪
化

は
深
刻
だ
。

医
療
従
事
者
の
調
査
結
果

医
療
従
事
者
の
72
％
が
離
職

を
検
討
。
昨
年
の
同
様
の
調
査

と
比
べ
3
ポ
イ
ン
ト
増
加
。
う

つ
的
な
症
状
の
有
無
に
つ
い
て

も
「
あ
り
」
は
27
％
と
、
昨
年

よ
り
も
状
況
が
悪
化
し
た
。

自
由
記
載
で
は
「
コ
ロ
ナ
流

行
以
前
か
ら
慢
性
的
に
（
人
員

が
）
不
足
」「
安
全
に
働
け
る

人
員
配
置
を
」

な
ど
の
声
が
あ

が
っ
た
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
制

限
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
世
間
は

旅
行
支
援
を
受
け
て
い
る
の

に
、
医
療
従
事
者
は
厳
し
い
制

限
が
続
い
て
辛
い
」「
欠
員
が
出

て
も
業
務
量
は
変
わ
ら
な
い
の

で
み
ん
な
疲
弊
し
て
い
る
」
な

ど
の
状
況
に
あ
る
。

◇

◇

◇

平
山
春
樹
衛
生
医
療
局
長
は

「
保
健
現
場
で
は
感
染
症
対
応

に
追
わ
れ
、
地
域
住
民
の
保
健

指
導
や
健
康
相
談
の
本
来
業
務

を
行
え
て
い
な
い
。
ま
た
職
員

の
教
育
・
研
修
も
で
き
ず
に
い

る
。
医
療
現
場
で
は
慢
性
的
な

人
員
不
足
の
た
め
、
職
員
の
ス

ト
レ
ス
は
増
大
し
、
離
職
を
考

え
る
職
員
が
増
え
て
い
る
。
地

域
住
民
の
命
と
健
康
、
地
域
医

療
を
守
る
た
め
に
は
、
平
時
か

ら
の
適
切
な
人
員
配
置
と
業
務

量
に
見
あ
っ
た
人
員
配
置
が
不

可
欠
。
労
働
環
境
と
処
遇
の
改

善
が
重
要
だ
」
と
話
し
た
。

保健所等職員
保
健
衛
生
施
設
で
働
く
組
合
員
へ
の
調
査
で
は

41
都
道
府
県
1
8
5
1
人
が
回
答
し
た

公立・公的医療機関で働く組合員への調査では47都
道府県9682人が回答した

調査期間は2022年11月25日～2023年1月19日。保健所をは
じめとする保健衛生施設と公立・公的医療機関で働く組合員
を対象とし、それぞれウェブで実施。回答にあたっては2022
年1～12月の経験に基づくものとした。

ト
ル
コ
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作
家
＝
オ
ル

ハ
ン
・
パ
ム
ク
の
最
新
作
。

時
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
末
期
。
エ
ー
ゲ
海
に

浮
か
ぶ
架
空
の
島
・
ミ
ン
ゲ
ル
島
で
ペ
ス
ト

が
発
生
す
る
。
皇
帝
は
そ
の
対
策
に
医
師
を

派
遣
す
る
も
何
者
か
に
暗
殺
さ
れ
て
し
ま

う
。
そ
の
難
題
の
解
決
の
た
め
、
皇
女
パ
ー

キ
ー
ゼ
姫
と
そ
の
伴
侶
・
ヌ
ー
リ
ー
医
師
、

護
衛
の
キ
ャ
ー
ミ
ル
上
級
大
尉
が
現
地
へ
向

か
う
が
・・・
。

物
語
は
、
女
性
の
歴
史
研
究
者
が
「
史

実
」
を
解
き
明
か
し
、
現
代
人
に
む
け
て
語

る
形
で
進
む
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
ギ
リ
シ
ャ

正
教
徒
と
の
あ
つ
れ
き
、
西
欧
列
強
と
オ
ス

マ
ン
帝
国
政
府
の
思
惑
の
交
錯
、
ミ
ン
ゲ
ル

島
住
民
の
独
立
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
。

疫
病
と
帝
国
の
終
焉
と
い
う
過
酷
な
時
代
に

生
き
る
人
々
の
尊
厳
と
愛
を
、
パ
ム
ク
の
筆

は
鮮
や
か
に
描
き
出
し
て
い
く
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
発
刊
と

思
い
き
や
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く

の
偶
然
。
だ
が
、
読
む
者
は
、

こ
の
時
代
に
こ
の
作
品
が
登
場

し
た
こ
と
に
特
別
な
意
味
を
見

い
だ
す
だ
ろ
う
。
構
想
に
40

年
、
執
筆
に
5
年
を
要
し
た
長

編
歴
史
サ
ス
ペ
ン
ス
だ
。

疫
病
と
帝
国
の
終
焉
描
く
歴
史
巨
編

「
ペ
ス
ト
の
夜
」（
上
）（
下
）

オ
ル
ハ
ン
・
パ
ム
ク

早川書房
2，970円（上・下 各）
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